
【感染症発生動向調査事業から】 
  
     

  

 

 
  

    

 

 

  

 

    

  

  

 
   

       

    
   

新型コロナウイルス感染症～２週連続で報告数が増加
 

今、何の病気が流行しているか！ 

    

 

   

第２７週報告数第１位 

 

令和４年７月４日（月）～令和４年７月１０日（日）〔令和４年第２７週〕の感染症発生状況 

第２７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）ＲＳウイルス感染症 ３）手足口病でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．８１人と前週（５．４３人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．４１人と前週（１．７３人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１．９５人と前週（０．３２人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 
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令和４年７月１２日作成 

 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の報告数は、令和４年第２７週

（７月４日～７月１０日）に６１２４件と、前週から急激に増加しました。 

これまではオミクロン株のＢＡ．２系統が流行の主流でしたが、感染力が強

いとされているＢＡ．５系統が、現在川崎市でも報告されています。欧米では

ＢＡ．５系統の増加に伴い、感染者が急増している国もあり注意が必要です。 

ＢＡ．５系統に対する新型コロナワクチンの有効性は、ＢＡ．１、ＢＡ．２

系統より低いものの、一定の効果はあるとされています。接種者数が増えれば、

新規感染者数の増加を抑えることができるため、３回接種済の高齢者の方等は

４回目の接種を、２回接種済の方は 

３回目接種を御検討ください。 

New England J Med 2022：Neutralization Escape by SARS-CoV-2 Omicron Subvariants 
BA.2.12.1, BA.4, and BA.5 より作成 

川崎市における新型コロナウイルス感染症 
診断週別発生状況-令和３年第１週～令和４年第２７週- 
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３回接種前 ３回接種後 

オミクロン株におけるワクチン３回目接種前後の 
中和抗体価の比較 

３回接種によりＢＡ．4
又はＢＡ．５系統に対
する中和抗体価が上昇 


